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　本日、高等学校第54回卒業式、看護学科専門課程第15回修了式を迎えました。高校生353名、看護学科専門課程生
181名、計534名の皆さん、ご卒業おめでとうございます。
　皆さんはこの学び舎でかけがえのない３年間、５年間を過ごしてきました。新型コロナウイルス感染症の影響で様々
な制限があったこの１年を含め、勉強や部活動、諸学校行事などを通し一歩ずつ成長してきました。さまざまなことに
一生懸命取り組み努力した日々は、皆さんの糧となることでしょう。これまでの思い出とこれからの希望を胸に、それ
ぞれの道で大きく飛躍されることを願っています。

534名、鳳凰から新たなるステージへ



ＣＬＯＳＥ-ＵＰ
～ 学業に励み優秀な成績を修めた卒業生に贈られる各賞受賞者を紹介 ～

各賞受賞者

Ｑ１�　３年間で最も力を注いだことは？
　勉強です。大学合格を目指して
鳳凰高校に入学したので、その目標を達成する
ために３年間勉強を頑張りました。
Ｑ２　１番の思い出は？
　友だちがたくさんできたことです。休み時間
にたくさん話をしたり、勉強を教え合ったりし
て毎日楽しい高校生活を送ることができました。
Ｑ３　３年間を一言で表すと？
　「充実」です。

希望が丘学園賞
渡 邉　飛 鳥

（普通科文理）
Ｑ１　専門課程の２年間で最も力を注いだことは？
　日々の学習です。国家試験合格のため
だけに勉強するのではなく、合格した後に活かせる知識
であるように日々の積み重ねを大切にしてきました。「今
日は○○の疾患の～まではする」など、毎日具体的に目
標を決めて励みました。
Ｑ２　２年間を一言で表すと？
　「自他共栄」です。
Ｑ３　後輩たちへ一言。
　楽しいことばかりではないと思いますが、全国一の定
員を誇る学校であり、周りを見れば仲間がたくさんそば
にいます。一人じゃありません。誰かを助けたいと思う、
その優しい心を忘れずに頑張っていってください。

希望が丘学園賞
本 村　真 依

（看護学科専門課程）
Ｑ１　３年間で最も力を注いだことは？
　部活動です。入部当初は上手い方ではな
かったので、まずは周りに追いつこうと必死になりました。
なるべく遅くまで練習し時間を長く確保し、周りと違うこと
をしようと心がけていました。また、練習の雰囲気を良くし
たり、トレーニング等に積極的に取り組んだり、自分に厳し
く努めました。
Ｑ２　１番の思い出は？
　テニス部としては２度目の九州大会優勝です。キャプテン
として様々な取組を行ってきましたが、その結果が九州大会
優勝という形で返ってきたのでとても嬉しかったです。
Ｑ３　今後の目標は？
　大学でもテニスを頑張ります！

鹿児島県知事賞
橋 田　翔 太

（普通科特進Ⅱ類）

Ｑ１�　３年間で最も力を注いだことは？
　たくさんの人と積極的に関わ
ることです。高校生活は３年間と短いので、毎
日クラスのみんなとたくさん会話をして冗談を
言って、楽しく充実した一日一日を過ごすこと
に力を注ぎました。
Ｑ２　１番の思い出は？
　２年生の遠足です。行事がほとんどなくなっ
てしまった中で、先生方含め28人全員で楽しめ
た唯一の行事だったからです。
Ｑ３　３年間を一言で表すと？
　「一期一会」です。

私学連合会賞
霜 出　なごみ

（普通科特進Ⅰ類）
Ｑ１　３年間で最も力を注いだことは？
　実習と国家試験に向けての勉強
です。実習は３年間で４ヶ月以上あり、特に力
を注いだことの１つです。２年時の施設実習で
は、学校だけでは経験できない実践について多
く学びました。３年時の実習では、後輩と合同
での活動が多く、施設実習での経験などをもと
に多くのことを教えられるよう努めました。 
Ｑ２　１番の思い出は？
　文化祭です。限られた時間の中で、みんなと
協力して手話を完成させ発表することができま
した。
Ｑ３　今後の目標は？
　大学で資格取得に向けて努力することです。

全国福祉高等学校長会理事長賞
保 志　碧 泉

（総合福祉科）
Ｑ１�　３年間で最も力を注いだことは？
　検定の取得です。いろいろな検定の
取得を目標とすることで、常に学習の意欲を高めるこ
とができ、自分の知識の幅も広げることができたと思
います。
Ｑ２　１番の思い出は？
　休み時間です。何気ない時間ですが、高校生活もも
うすぐ終わってしまうのかと思うと、友人たちと過ご
した一瞬一瞬がとても大切な思い出だったことに気付
きました。
Ｑ３　今後の目標は？
　今後もいろいろなことに挑戦し、自分自身をレベル
アップさせることです。

産業教育振興中央会賞
野ヶ峯　千 夏

（メディカルシステム科）

Ｑ１　３年間で最も力を注いだことは？
　部活、国家試験に向けての勉
強、実習です。卒業まで残り僅かの日々の中で、
クラスの仲間とともに国家試験合格に向けて勉
強に励んでいます。
Ｑ２　一番の思い出は？
　芸術鑑賞会でのＣ＆Ｋのライブです。初めて
のライブを仲のいい友人たちと一緒に盛り上が
りながら楽しむことができました。 
Ｑ３　今後の目標は？
　「前向きな人」になることです。

産業教育振興中央会賞
井 料　舞 音

（総合福祉科）
Ｑ１�　３年間で最も力を注いだことは？
　バレー部に所属していたので、勉強
と部活を両立できるように時間を有効に使いました。
日々の課題に真剣に取り組み、看護の勉強ではわから
ないところを自分が理解できるまで先生や周りの友達
に聞いて効率よく勉強できるように努めました。
Ｑ２　一番の思い出は？
　看護体験発表会です。発表から先輩方の看護に対す
る強い思いが伝わり、自分の看護観を改めて考えさせ
られました。
Ｑ３　今後の目標は？
　自分の看護観を大事にし、理想とする看護師像に近
づくことです。

産業教育振興中央会賞
有 村　　桃

（看護学科基礎課程）
Ｑ１　１番の思い出は？
　先生方やクラスメイトと「フ
リーマガジンＭマガ」を作成したことです。南
さつま市の様々な場所に取材に行き、多くの人
が手に取って読みたくなるような魅力的な「Ｍ
マガ」を作成できたと思っています。
Ｑ２　後輩たちへ一言。
　周りのこと一つ一つに感謝し、高校生活を楽
しんでください。
Ｑ３　今後の目標は？
　社会人として周りから信頼される人材となり
たいです。

県産業教育振興会賞
木 藤　綾 香

（メディカルシステム科）

Ｑ１�　３年間で最も力を注いだことは？
　部活動と実習と国家試験対策で
す。実習に関しては、例年なら実際に施設で行
われますが、コロナの影響で校内実習となりま
した。いつもとは違う環境の中で、利用者さん、
職員さんと互いに役を割り振るなど現場での介
護を意識して行い、充実した実習にすることが
できました。
Ｑ２　１番の思い出は？
　介護福祉士国家試験対策です。クラス全員で
一つになって協力し、合格率100％を目指し日々
の学習に集中して励みました。
Ｑ３　後輩たちへ一言。
　将来の自分のために今頑張れ！

県産業教育振興会賞
上 山　月 維

（総合福祉科）
Ｑ１　３年間で最も力を注いだことは？
　日々の授業です。聞いたこともないような
難しい疾患や薬などもありましたが、夢を叶えるため、日々の
授業を大切にしてきました。４月からはいよいよ専門課程に入
学します。患者さんから頼られる看護師を目指して努力してい
きたいです。
Ｑ２　一番の思い出は？
　花火大会です。コロナ禍で様々なことが規制されるなか、学
校側が花火を打ち上げてくれました。気持ちが沈んでいる中、
寮の友だちと一緒に見た花火は格別で、勇気をもらえました。
生徒を励まそうとの学校の企画に感謝と感動でいっぱいでした。
Ｑ３　今後の目標は？
　国家試験に合格して患者さんから頼られる看護師になること
です。

県産業教育振興会賞
吉 岡　愛 華

（看護学科基礎課程）
Ｑ１　専門課程の２年間で最も力を注いだことは？
　勉強です。専門課程に入り、学習内容
も一層専門的な内容になりました。毎週のように実施さ
れた終講テストにも、国家試験を意識して、計画的にこ
つこつと取り組んできました。
Ｑ２　２年間を一言で表すと？
　５年間の寮生活、学校生活、テスト、実習、国家試験
などを乗り越えたという達成感です。
Ｑ３　今後の目標は？
　日々成長することです。働き出すと実習では学べな
かった新しいことに出会ったり、自分の勉強不足に気付
かされたりする中で、いろいろな壁にぶつかると思いま
す。周りの人の支えを借り、刺激をもらいながら、たく
さんのことを吸収し、日々成長していきたいと思います。

全国看護高等学校長協会賞
永 村　優 佳

（看護学科専門課程）



令和２年度　功労賞受賞者

皆勤賞受賞者

希望が丘学園賞
　建学の精神を体し、学業に励み、他の模範となる最
優秀な成績を修めた者。

鹿児島県知事賞
　令和２年度卒業予定者のうち、学業又はスポーツ・
文化活動等に精励し、成績優秀にして他の模範となる
者。

私学連合会賞
　令和３年３月卒業予定者のうち、在学中よく建学の
精神を体し、伝統ある校風のもと学業に励み、他の模
範として優秀な成績を修めた者。

全国福祉高等学校長会理事長賞
　学業・諸活動・人物のいずれかで優れた成果を修め
たもので、学校長の推薦を受けた者。

産業教育振興中央会賞・鹿児島県産業教育振興会賞
　農業・工業・商業・水産・家庭・看護・福祉・総合
学科等の各学科の生徒で、令和３年３月卒業予定者の
うち、学業・人物ともに優秀な者。（普通科は除く）

全国看護高等学校長協会賞
　看護に関する学科の生徒で、学業・人物ともに優良
で他の模範となった者。

岩崎賞
　在学中に勉学に精励し、学業成績優秀にして人格的
にも優れ、他の模範となる生徒。

【高校３カ年皆勤】 【看護学科専門課程２カ年皆勤】

【看護学科５カ年皆勤】

　在籍３年間の教育（文化・体育）活動の中で、建学の精神と教育目標を実践し、社会的に称賛され、本校の名声を高め、
学校に貢献したと認められた生徒に贈られる。

１組 木藤　綾香・中野　颯香

２組 井料　舞音・保志　碧泉

３組 青山昂太郎・ 久　愛里・草薙　楓夏・平中　里香
湯田　百香

４組 川畑　麗翔・濵崎　智葵・村松　陽太・米倉　優白
井本　琴音・沖田ももか・德留　愛華・米満　愛菜

５組 大城　玲羅・松竹　亜依

６組 祝迫　玲奈・大城　紀天・金城ひより・清水　里帆
山脇　陽華

７組 榮野川さやか・大薗　凜・山田　芽依・吉岡　愛華

８組 上迫　果奈・内原　亜美・山内　玲奈・横井　寧々

９組 片平　　楓・下野　　駿

10組 有村　愛翔・田野尻夕映

11組

荻原　大心・神園　凌志・倉野　友樹・小玉　雄大
下田　　樹・野村　健太・橋田　翔太・原口　弘明
松下　堅祐・宮田　　晃・山口　柚希・伊藤　　凜
井上　華奈・佐藤　　唯・森瀬　希咲

所属
(部) 受賞者名 学科 

コース 受賞理由

女
　
子
　
サ
　
ッ
　
カ
　
ー
　

高　口　小　雪 看護

第31回九州高等学校
 

女子サッカー選手権大会
 

ベスト16

　本　きらり 普通科文理

山　内　玲　奈 普通科文理

溝　江　珠　実 普通科文理

河　島　小　桃 普通科特Ⅰ

中　丸　美　令 普通科特Ⅰ

樋　口　那　帆 普通科特Ⅰ

井　上　華　奈 普通科特Ⅱ

カーマイケル　愛羅 普通科特Ⅱ

西　元　美　羽 普通科特Ⅱ

古　田　夕　依 普通科特Ⅱ

森　瀬　希　咲 普通科特Ⅱ

所属
(部) 受賞者名 学科 

コース 受賞理由

男
子
テ
ニ
ス

山　口　柚　希 普通科特Ⅱ 全日本ジュニアテニス選手権19 
個人３位

原　口　弘　明 普通科特Ⅱ 全国高校総体テニス大会 
団体ベスト８

橋　田　翔　太 普通科特Ⅱ
全国選抜高校テニス大会

九州地区団体優勝

山　県　希　心 普通科特Ⅱ
神　園　凌　志 普通科特Ⅱ
中　西　由　飛 普通科特Ⅱ

女
子
テ
ニ
ス

藺牟田　　　藍 普通科文理
全国選抜高校テニス大会

九州地区団体３位 

佐　藤　　　唯 普通科特Ⅱ
伊　藤　　　凜 普通科特Ⅱ
中　村　姫　乃 普通科特Ⅱ

駅
　
伝

乾　　　栞　奈 ＭＳ 全国高等学校陸上競技大会2020 
女子5000mW　第７位

射場山　夢　華 ＭＳ 全九州高等学校駅伝大会
出場権獲得伊集院　若　菜 普通科特Ⅰ

１組
神田　翔太・野村　隼人・青木　和佳・川越　優莉 
高峰　　蓮・中村　真那・林田　悠奈・山崎　妃那 
米倉　悠華

２組
神谷奈美恵・川平　悠理・小林愛梨花・豊村　　萌 
中尾　春華・日髙麻里百・安元　里緒・山下　莉央

３組
内原　麗奈・平　　美奈・田上　花恋・竹之内祐香 
山口　萌絵　　

４組
有川ひより・児玉　一夏・関　　優希・野口　早姫 
治澤　由香・水迫優莉音

５組 岡原　帆伽・西屋　乃愛・吉留みはな

４組 味園　京佳

５組 射場山愛華・入江　智花・後藤　友里

Ｑ１�　３年間で最も力を注いだ　
ことは？

　大学入試に向けた学習、ボランティアや観光
甲子園などの課外活動です。
Ｑ２　１番の思い出は？
　２年生の時の文化祭です。クラス全員で役割
を担って一つの動画を完成させることができ、
本番でもたくさんの人に笑ってもらえたことが
いい思い出です。
Ｑ３　今後の目標は？
　大学で言語を深く学び習得することです。

岩　崎　賞
上 竹　龍之介

（普通科文理）

【各賞推薦基準】



鳳凰トピックス
　１月下旬、各種試験の合格祈願祭が実施された。看護
学科専門課程２年生は看護師国家試験に、総合福祉科３
年生は介護福祉士国家試験に、普通科３年生は大学試験
等に向けて日々全力で励んでいる。

　新型コロナウイル
スが猛威をふるう
中、看護学科ででき
ることはないかと考
え、南さつま飛びた
て高校生事業の支援
をいただき『バイバ
イ菌シール』を作成

した。このシールは人がよく触れる場所に貼り、シールに触れ
たら手を洗うきっかけを作ることで感染を予防し、自身を守っ

て欲しいという「思いやり」の気持ち
から発案された。
　このシールを本校と加世田しらうめ
幼稚園に設置した。子どもたちは寒い
中でも「シールに触ったら手を洗う！」
と楽しみながら手を洗っていた。今後
は南さつま市内の小学校や幼稚園に設
置し感染症予防を啓発していく。

　南日本新聞主催 第20回「新
聞」感想文コンクールの審査
会が行われ、鹿児島県内の小
中高校から寄せられた1498点
の作品の中で、稲田愛子さん

（普通科文理２年）の感想文が
「南日会特別賞」高校生の部１
席に選ばれた。この感想文は令和２年11月21日(土)の南日本新
聞に掲載されている。

　国税庁が毎年実施している
「税に関する高校生の作文」に
おいて、本校生徒が５名入賞し
た。令和２年12月７日、知覧
税務署長様に来校していただき
本校校長室で表彰式を行った。
受賞者は以下の通りである。

●熊本国税局長賞
崎原　乙葉 さん（看護学科基礎課程２年）
題名：「誰かの幸せの為にできること」

●知覧税務署長賞
谷川　あこ さん（普通科特進Ⅱ類２年）
題名：「熊本地震で学んだ税金」

●川辺地区租税教育推進協議会長賞
永江　仁美 さん（普通科文理３年）
題名：「デジタル課税の導入と日本の将来について」
永田　優心 さん（看護学科基礎課程３年）
題名：「私を支えてくれる税」
高三潴　瑠菜さん（看護学科基礎課程２年）
題名：「税金のありがたさ」

 受験生全員合格を願い「合格祈願祭」

 第20回「新聞」感想文コンクール入選！ 

「税に関する高校生の作文」本校生徒が入賞！ 

▲南日本新聞令和２年11月21日掲載記事

 生徒のアイデアからうまれた
 「バイバイ菌シール」 
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